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1.  平成23年7月期第3四半期の連結業績（平成22年8月1日～平成23年4月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年7月期第3四半期 19,560 0.4 2 △97.7 159 △40.6 △68 ―
22年7月期第3四半期 19,473 △6.5 88 ― 268 ― 35 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年7月期第3四半期 △3.90 ―
22年7月期第3四半期 1.97 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年7月期第3四半期 44,803 31,878 71.2 1,844.58
22年7月期 44,617 32,739 73.4 1,826.78

（参考） 自己資本   23年7月期第3四半期  31,878百万円 22年7月期  32,739百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年7月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
23年7月期 ― 8.00 ―
23年7月期 

（予想）
8.00 16.00

3.  平成23年7月期の連結業績予想（平成22年8月1日～平成23年7月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
１株当たり当期純利益につきまして、当第3四半期における自己株式取得に伴う期中平均株式数の変動を反映した修正を行っております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 27,000 5.5 60 △86.7 210 △69.3 50 △82.1 2.85



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビューは手続
中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年7月期3Q 17,922,429株 22年7月期  17,922,429株
② 期末自己株式数 23年7月期3Q  640,291株 22年7月期  291株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年7月期3Q 17,649,975株 22年7月期3Q  17,922,190株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長や政府の経済対策を背景に、緩やかな回復

基調が見られます。しかしながら、資源や食糧の高騰による物価の上振れ懸念、円高基調、更には平成23年３月11

日に発生した東日本大震災に起因する電力不足、サプライチェーンの問題等は、今後の企業活動に大きな影響を及

ぼすものと思われます。 

このような経営環境の中で、当社グループの鋼製物置セグメントにおきましては、小型収納庫、一般物置の拡販

に注力いたしましたほか、オフィス家具セグメントにおきましては、顧客の要望に合致した製品の開発、販促に努

めた結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比 ％増加の 百万円、営業利益は前年同期比

％減少の 百万円、経常利益は前年同期比 ％減少の 百万円となりました。 

また、貸倒引当金戻入額 百万円を特別利益に計上したものの、投資有価証券評価損 百万円、オフィス家具事

業資産の減損損失 百万円等を特別損失に計上した結果、四半期純損失は 百万円（前年同期は 百万円の四半期

純利益）となりました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（セグメント売上高）：当第３四半期連結累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成23年４月30日） 

（鋼製物置） 

一昨年の10月に発売いたしました新型ガレージ「ガレーディア」が牽引役となっておりましたが、ここに来て弱

含みとなり、ガレージシリーズにおきましては出荷棟数で前年同期比約 ％となりました。 

一方２月より小型収納庫、一般物置におきまして新色の豊富なカラーバリエーションを取り揃え、強力な営業攻

勢をかけた結果、出荷棟数で前年同期比各約 ％、約 ％となり直近では好転の兆しが見えております。全体と

しての出荷棟数は前年同期比約 ％となりました。 

その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

（オフィス家具） 

コスト削減のため、デスク袖、ワゴン構造変更及び生産体制の見直しを図ると共に、ＯＥＭ先向けのシステムデ

スク開発の取り組みをスタートさせました。 

大口案件の捕捉に努めた結果、売上高は持ち直しつつあり、一部営業所で震災の復興需要の兆しも見られます

が、ＯＥＭ先向けの販売はここにきて弱含みとなっております。 

その結果、売上高は 百万円、セグメント損失は 百万円となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

0.4 19,560
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セグメントの名称 金額（百万円） 前年同期比（％） 構成比（％） 

鋼製物置  11,618  －  59.4

オフィス家具  7,941  －  40.6

合計  19,560  －  100.0
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98 101
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11,618 732

7,941 144



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、有価証券が 百万円増加したこ

と等により 百万円増加して、 百万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ、支

払手形及び買掛金が 百万円増加したこと等により 百万円増加して、 百万円となりました。また、純

資産は、前連結会計年度末に比べ、四半期純損失の計上と配当金の支払等により利益剰余金が 百万円減少した

こと等により 百万円減少して、 百万円となりました。その結果、自己資本比率は ％となりました。 

＜キャッシュ・フローの状況＞ 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ 百万円増加し、 百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金の獲得は、 百万円（前年同期比 百万円の収入増）となりました。これは、主に減

価償却費 百万円、賞与引当金の増加額 百万円、仕入債務の増加額 百万円等による資金増加要因と、

売上債権の増加額 百万円等による資金減少要因によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金の回収は、 百万円（前年同期は 百万円の資金の使用）となりました。これ

は、主に定期預金の払戻 百万円等による収入と、定期預金の預入 百万円、有形固定資産の取得

百万円、投資有価証券の取得 百万円等による支出があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金の使用は、 百万円（前年同期比 百万円の支出増）となりました。これは、主に自

己株式の取得による支出 百万円、配当金の支払額 百万円等によるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年９月13日の決算発表時に公表いたしました予想に変更はありません。 

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①簡便な会計処理 

イ．法人税等の算定方法 

法人税、住民税及び事業税等の算定に関しては、連結子会社の税金費用が重要性に乏しいため、納付税額の

算出にあたり加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する等一部簡便的な方法によっておりま

す。 

ロ．繰延税金資産の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・

プランニングを利用する方法によっております。 

②特有の会計処理 

該当事項はありません。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ 千円減少し、税金等調整

前四半期純利益は 千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額

は 千円であります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,100,250 15,376,037

受取手形及び売掛金 7,967,393 7,072,918

有価証券 1,200,000 －

商品及び製品 1,742,307 1,611,729

仕掛品 153,341 155,987

原材料及び貯蔵品 415,323 457,842

その他 607,605 473,331

貸倒引当金 △34,205 △90,707

流動資産合計 25,152,015 25,057,139

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,872,285 3,964,530

土地 11,781,179 11,781,179

その他（純額） 927,947 967,843

有形固定資産合計 16,581,412 16,713,553

無形固定資産 100,663 107,828

投資その他の資産   

その他 2,983,191 2,772,064

貸倒引当金 △13,698 △33,239

投資その他の資産合計 2,969,492 2,738,824

固定資産合計 19,651,569 19,560,206

資産合計 44,803,585 44,617,346

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,111,959 6,150,518

未払法人税等 15,937 27,248

賞与引当金 479,046 242,078

その他 1,714,698 1,863,457

流動負債合計 9,321,641 8,283,303

固定負債   

退職給付引当金 2,457,990 2,522,777

役員退職慰労引当金 369,498 348,908

その他 776,252 722,605

固定負債合計 3,603,740 3,594,291

負債合計 12,925,382 11,877,594



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年４月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年７月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,132,048 1,132,048

資本剰余金 763,500 763,500

利益剰余金 30,505,015 30,857,654

自己株式 △513,441 △445

株主資本合計 31,887,122 32,752,758

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △8,919 △13,006

評価・換算差額等合計 △8,919 △13,006

純資産合計 31,878,202 32,739,751

負債純資産合計 44,803,585 44,617,346



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年４月30日) 

売上高 19,473,545 19,560,661

売上原価 15,068,285 15,207,349

売上総利益 4,405,259 4,353,312

販売費及び一般管理費 4,316,613 4,351,252

営業利益 88,645 2,060

営業外収益   

受取利息 29,245 21,697

受取配当金 3,115 4,455

作業くず売却益 67,060 83,020

助成金収入 37,218 －

雑収入 45,183 50,962

営業外収益合計 181,823 160,136

営業外費用   

支払利息 1,822 618

自己株式取得費用 － 2,012

雑損失 23 23

営業外費用合計 1,846 2,653

経常利益 268,623 159,542

特別利益   

固定資産売却益 11,292 －

貸倒引当金戻入額 － 51,528

特別利益合計 11,292 51,528

特別損失   

減損損失 101,934 55,359

投資有価証券評価損 1,947 86,787

その他 2,506 60,515

特別損失合計 106,388 202,663

税金等調整前四半期純利益 173,527 8,407

法人税、住民税及び事業税 9,570 9,997

法人税等調整額 128,711 67,246

法人税等合計 138,281 77,243

四半期純利益又は四半期純損失（△） 35,245 △68,835



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成22年４月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年８月１日 
 至 平成23年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 173,527 8,407

減価償却費 449,256 440,770

減損損失 101,934 55,359

貸倒引当金の増減額（△は減少） 85,155 △76,043

賞与引当金の増減額（△は減少） 235,500 236,967

退職給付引当金の増減額（△は減少） △163,771 △64,786

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 15,019 20,590

受取利息及び受取配当金 △32,360 △26,153

支払利息 1,822 618

有形固定資産売却損益（△は益） △11,199 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,947 86,787

自己株式取得費用 － 2,012

売上債権の増減額（△は増加） △1,059,944 △875,519

たな卸資産の増減額（△は増加） △33,490 △85,412

仕入債務の増減額（△は減少） 840,854 961,440

その他 △8,959 △86,908

小計 595,292 598,131

利息及び配当金の受取額 37,814 29,491

利息の支払額 △1,822 △618

法人税等の支払額 △19,856 △18,640

法人税等の還付額 20,980 14,361

事業構造改善費用の支払額 △483,211 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 149,197 622,726

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △12,500,000 △11,500,000

定期預金の払戻による収入 11,500,000 14,500,000

有形固定資産の取得による支出 △244,469 △418,874

投資有価証券の取得による支出 △112,810 △405,063

保険積立金の積立による支出 △167,959 △80,157

その他 2,370 △8,604

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,522,868 2,087,300

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 － △515,009

配当金の支払額 △272,487 △269,871

その他 △983 △931

財務活動によるキャッシュ・フロー △273,471 △785,812

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,647,142 1,924,213

現金及び現金同等物の期首残高 8,522,332 5,876,037

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,875,190 7,800,250



該当事項はありません。 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年８月１日 至 平成22年４月30日） 

当企業集団の事業は、類似素材を対象として類似技術のもとに製品を製造・販売する単一業種の事業活動を営

んでいるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年８月１日 至 平成22年４月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店はありません。 

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年８月１日 至 平成22年４月30日） 

海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。 

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

当社グループ（当社及び連結子会社）の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務

情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う

対象となっているものであります。 

当社グループは、本社に事業を統括する本部を置き、取り扱う製品・サービスについて国内及び海外の包括

的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは製品の種類及び販売市場の類似性を考慮した製品・サービス別のセグメントか

ら構成されており、「鋼製物置」及び「オフィス家具」の２つを報告セグメントとしております。 

「鋼製物置」は、物置、ガレージ及び自転車置場等の製造・販売を行っております。 

「オフィス家具」は、机、椅子及び壁面収納庫等の製造・販売を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年８月１日 至 平成23年４月30日） 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費であります。 

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

「オフィス家具」セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計

上額は、当第３四半期連結累計期間においては 千円であります。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（単位：千円）

  報告セグメント
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

  鋼製物置 オフィス家具 計

売上高           

外部顧客への売上高  11,618,833  7,941,828  19,560,661  －  19,560,661

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  11,618,833  7,941,828  19,560,661  －  19,560,661

セグメント利益又は損失（△）  732,859  △144,693  588,165  △586,105  2,060

△586,105

55,359



（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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